

	小単元名　　　　　　　　　　　　　　
	本時のねらい　 
	時数

	「人々の結び付きが強まる社会」
	室町時代の港町のようすをえがいた想像図を見て，鎌倉時代と比べて，どのような点が変化し，どのような共通点があったのかを読み取り，課題（単元を貫く問い）を設定する。
	　（　１　/　６　）

	※評価規準において，【知】は知識・技能，【思】は思考・判断・表現，【態】は主体的に学習に取り組む態度　を表す。

	段階
	学習活動
	指導上の留意点
	評価規準と方法
	仙台版
スタンダードカリキュラムの視点

	導
入
	１　「次の場面を探してみよう」に取り組み，気付いたことや分からないことを教科書に書き込んでいく。

	・教科書P.58～59「タイムトラベル⑤」と比較させながら，変化と特徴に気付かせる。
	
	②情報活用能力「活動スキルA7メモ」を意識させる。

	展
開
	２　見付けたア～カの場面を全体で確認し，気付いたことや疑問について交流する。
３　全体でア～カが政治・経済・文化のどの事象に当てはまるか分類する。
４　イラストを見てその他にどんな特徴があるか，班の意見をJamboardにまとめながら整理する。
	・一人一人が気付いたことや疑問を表現し，対話を通して深められるよう，Jamboardは全ての班の作業内容が適宜見られるようにする。
	
	②各班でJamboardに①政治②経済③文化について色分けした付箋を打ち込んでいく（１人1台端末の利用）
③時代の特色を政治・経済・文化の側面から捉えられるようにする。

	ま
と
め
	５　各班から出た気付きや疑問をクラスで共有し，単元を通して解決する課題を設定する。
『武士や民衆はどのような結び付きの社会をつくっていったのだろうか』
	・課題に対する予想について考えさせ、調べることなど学習の見通しを持たせる。一人一人がどのように見通しを持ったのかが履歴として残るよう，スプレッドシートを用いて表現させる。
	　【態】鎌倉時代と室町時代の共通点や相違点を考察し，写真資料などをもとに適切に表現することを通して，学習の見通しを立てている。
	②スプレッドシートに単元を貫く問いに対する予想を記入させる。第６時でも同様の活動を設け，自身の考えの変容や深まりに気付かせる。



社会　第１学年　　本時の指導計画例

※仙台版スタンダードカリキュラムの視点において，①は副読本の活用，②は情報活用能力，③は言語能力，④は地域の特性，⑤はたく生き　を表す。
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